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福島市の国際化の現状と
令和7年度の重点項目
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１．福島市の外国人在住人口の推移 3

10年間で外国人の人口は約1.5倍の増！
出典：福島市市民・文化スポーツ部市民課資料より作成

1,665

1,747
1,803

1,924
2,003

1,931

1,807

2,032

2,310
2,374

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

福島市の外国人在住人口の推移（各年12月末時点）



１．福島市の外国人在住人口の推移 4

人口減少の中、外国人在住人口の割合は年々上昇

出典：福島市市民・文化スポーツ部市民課資料より作成
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出典：福島労働局「外国人雇用状況（各年10月末）」より作成
※福島公共職業安定所管内・・・福島市、伊達市、伊達郡
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■外国人就労者数は、コロナが5類に移行したR5年度から増加に転じ、製造業・小売業・建設
業など幅広い分野で活躍【図1】

■外国人就労者数増加の主な理由：技能実習生など働く人材の増加

■外国人割合は増加傾向だが、福島市の割合は全国より低く、年々差が拡大【図2】

出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数のポイント」
（各年度1月1日）、福島市住民基本台帳（各年12月末）より作成

１．福島市の外国人在住人口の推移

【図2】
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１．福島市の外国人在住人口の推移 6

10年間でベトナム5倍の増！

出典：福島市市民・文化スポーツ部市民課資料より作成
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２．ベトナム訪問の概要

ハノイ

ハイズオン

ホーチミン

ダナン

ベトナム社会主義共和国
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面積：33.1万㎢
≒日本ー九州・沖縄

■R7.2/12（水）～ 2/15（土）
(1)ベトナム中央省庁
①ベトナム外務省
②ベトナム内務省
③ベトナム労働・傷病兵・社会問題省
④ベトナム文化・スポーツ・観光省

(2)ベトナム地方機関
⑤ハイズオン省
⑥ハイズオン市
⑦ホーチミン市党委員会本部

(3)民間企業（観光・人材派遣等）
⑧VJSC（観光）
⑨ESUHAI（人材教育・派遣）

(4)日本政府機関・関係機関
⑩在ベトナム日本国大使館
⑪在ホーチミン日本国総領事館
⑫在ダナン日本国総領事館
⑬日本政府観光局（JNTO）



①人材の派遣拡大
市内企業へのベトナム人材の派遣促進

②インバウンド強化
福島空港チャーター便就航を契機とした
ベトナム⇔本市の旅行客増加推進

③文化的経済的交流の推進
長年にわたる民間交流とオリンピック
レガシーの発展拡大

２．ベトナム訪問の概要

下記３点の推進に向けた本市のＰＲ
及び関係機関との協議を行うため

8



①人材の派遣拡大等に向けた連携協力を確認👌
党書記(政治局員)や中央政府の関係省庁の各副大臣と会談し、
本市への人材派遣拡大等に向けた連携協力を確認したほか、
本市の政策や魅力を広くＰＲ。

②ベトナム中央政府高官との信頼関係を構築👌
まちづくりや将来ビジョンに関する意見交換等を通じてベトナム
政府高官との信頼関係を構築。
※日本の地方自治体によるベトナム人材の獲得競争が激化しているが、ベトナムでは実力者との

「縁」が力を発揮し、難局の打開につながることが多いと言われている。

③ハイズオン市との交流推進に向けた連携協力を確認👌
両市の文化的経済的交流の推進に向けた協議を実施することや、
ハイズオン市による本市訪問や労働人材派遣の意向を確認。

２．ベトナム訪問の概要 9



④民間の人材送出機関との連携👌

ベトナム人材の教育と送り出しを行う現地の民間機関との間で、
本市への人材派遣拡大に向け、専門学校の本市への立地を含め、
連携に向けた協議を行っていくことを確認。

⑤ベトナム現地旅行会社との連携👌

今春のホーチミン-福島空港チャーター便就航に絡んだ本市のＰＲ
を行うとともに、今後のインバウンド増加に向けた連携を確認。

２．ベトナム訪問の概要 10



３．外国人への主な生活支援内容 11



３．外国人への主な生活支援内容 12

令和６年４月開校！

生徒数 29名（うち外国籍10名 約34％）

公立夜間中学 天神スクール



３．外国人への主な生活支援内容 13

空き家をシェアハウスにリフォームする際に補助金を交付予定！

問合せ先：福島市都市計画課 空家・空地対策室 電話024-573-2751



４．福島市多文化共生センター「Yuiverse」 14



５．令和７年度福島市国際交流協会の重点項目概要 15

■外国人材の受入拡大と求職サポート

■本市に居住する外国人の医療受診支援

■やさしい日本語を活用したコミュニケー
ションツールの普及



【図3】本市内企業の人材確保の状況と外国人労働者の雇用状況

優秀な外国人材の確保に努め
るとともに、外国人材を積極
的に活用する意識醸成が必要

福島市「令和6年度 福島市中小企業振興プログラムアンケート調査結果」より

人口減少社会においても本市が
活力を維持していくためには、都道府県

外国人労働者数(人)

2030年 2040年

東京都 1,111,000 1,823,000

青森県 11,000 19,000

岩手県 14,000 24,000

宮城県 34,000 56,000

秋田県 6,000 11,000

山形県 12,000 19,000

福島県 25,000 40,000

【図4】都道府県別の今後必要となる外国人労働者数

※ 2024.10末時点の福島県の外国人労働者数は約14,000人
で、今後15年で現状の約3倍の外国人労働者の確保が必要

JICA 緒方貞子平和開発研究所「2030/40年の外国人との共生社会の実現に向け
た調査研究に係る外国人労働需要予測の更新業務最終報告書」より

技能実習制度から育成就労
制度への移行により、大都市
圏に集中する可能性

５－１ 外国人材の受入拡大と求職サポート 16



５－１ 外国人材の受入拡大と求職サポート 17

優秀な人材の

確保

１ ２
社内の

活性化

３
組織の

成長に

つながる

４
海外進出

日本で働くことを目
指す外国人は、学ぶ
ことへの意欲が高く、
行動力があります

優秀な人材は国籍を
問わず、貴重な戦力
になります

母国を離れて働く外国人
は、向上心の高い人材も
多く、周りの日本人社員
にとっても大きな刺激と
なり、社内の活性化につ
ながります

日本人とは異なる価値
観や習慣を持った外国
人を受け入れることで、
これまでとは違う新鮮
な発想を社内に取り入
れることができます

現地の事情を理解して
いる外国人がいれば、
情報収集やマーケティ
ングの大きな助けとな
ります

何から始めたら

いいかわからない

いろいろな在留資格が

あって制度が複雑…

でも…



18５－１ 外国人材の受入拡大と求職サポート 18



19５－１ 外国人材の受入拡大と求職サポート 19



20５－１ 外国人材の受入拡大と求職サポート 20

【事業主対象】外国人労働者の職場定着のための助成金 相談先：福島労働局 024-529-5682



医療受診環境整備について
★現状と課題

★今年度の取り込み方針
★協会会員に

お願いしたいこと
○病院受診時の通訳カード作成ワークショップの開催

→言葉の壁によりハードルとなっている外国籍住民の病院受診

ができるだけスムーズになるよう、各国の言葉が書かれた病院

受診時の通訳カードを作成する。作成には医療関係者のアドバ

イスももらい、外国籍住民の受診時に病院側で困っていること

なども伺いながら意見交換を行う。

○通訳カード作成

ワークショップへの参加

→５月２５日（日）開催予定！

詳細はHP、SNSをご覧ください

・日本語以外の言語で対応できる市

内の医療機関が少なく、国籍に関係

なく医療機関を受診できるように診

察ハードルを下げる方策を検討する

必要性がある。

○病院受診時に役立つ情報やサービスの情報発信

→病院受診時に使える通訳サービスやワークショップで作成し

た通訳カードなど、医療機関受診時に使える便利な情報をまと

め協会HPやSNSで情報発信。

５－２ 本市に居住する外国人の医療受診支援 21



やさしい日本語について

★現状と課題 ★今年度の取り込み方針
★協会会員に

お願いしたいこと
○Yuiverseや企業向けにやさしい日本語講座実施

→基礎から実践まで

○やさしい日本語ステッカーの配布

→やさしい日本語を率先して取り入れてくれ

る飲食店や企業などに協会で作成したステッ

カーを配布。これを目印に外国人の方がお店

に入りやすい仕掛けを作る。

○やさしい日本語で話す時は

はっきりと

さいごまで

みじかく

話しましょう！

（頭文字を取って“はさみ”の法則）

・福島市に住む外国人の数が増加し

ており、多様化する言語への対応に

限界がある。そこで注目されている

のがやさしい日本語であり、外国人

のみならず、高齢者や小さな子ども

にも有効な伝達手段であるため、認

知度上昇に注力していく。

→普段使っている日本語を外国人にも分かるように簡単に言い換えた日本語のこと

配布しているステッカー →

５－３ やさしい日本語を活用したコミュニケーションツールの普及 22



ご清聴ありがとうございました。

お問合せ先

【外国人の生活相談・支援に関すること】
福島市国際交流協会（事務局：市民・文化スポーツ部 定住交流課）
℡ 024-525-3739  teijyuu@mail.city.fukushima.fukushima.jp

【外国人材の雇用に関すること】
商工観光部 産業雇用政策課 (ファーステップ相談窓口)
℡ 024-515-7746  sangyou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

【インバウンド・アウトバウンドに関すること】
商工観光部 観光交流推進室
℡ 024-572-5718  kankou@mail.city.fukushima.fukushima.jp


